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髪工房 HASEGAWA は、名鉄扶桑駅近くにあり、幅広い年代のお客様が来店する、1899 年創業の歴史の

ある理容店であｓｇ 

る。現在の店主である長谷川豊さんはその 4 代目である。 

長谷川さんは、施術と空間によってお客様に癒しを提供し、満足してもらうことを目標としており、その

目標のために「チャレンジ」することを経営理念としている。 

お客様に癒しを提供するための施術として、男性向けのエステやヘッドスパなどに力を入れている。その

施術が行われる際に、他者の目が気にならないように個室が用いられ、お客様に癒しの空間を提供してい

る。バナジウム天然水のサーバーを設置し、お客様に供している。また、様々な種類の雑誌や漫画を設置

し、幅広い年代のお客様がゆったり出来るようにしている。更に、平成 26 年に小規模事業者持続化補助

金を用いて、分煙室を設置することにより、喫煙者もそうでない人も寛げるようになっている。このよう

にして、幅広いお客様に癒しのひとときを提供している。 

 このようにして、長谷川さんは自らの仕事に誇りを持ちながら、お客様に求め続けられるお店を追求す

ることによって、お店を継続させつつ繁栄させていきたいと考えている。 
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  セーフティネット保証の対象となる 

愛知県の制度融資 

日本政策金融公庫の 

新型コロナウイルス感染症特別貸付 


